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複合災害科学部門　災害機構解析分野

H25年7月29日～8月1日の豪雨により長岡市，
出雲崎町で発生した土砂災害

権田　豊・川邉　洋

1.　はじめに

　H25年7月29日から8月1日にかけて2回にわたり，梅雨前線が朝鮮半島から日本海を通り北陸地方に達

した．この影響により新潟県中越地方では断続的に激しい雨が降り，土砂災害や浸水による被害が多発

した．長岡市内では，死者1名，重傷1名，軽傷3名，住宅全壊3，半壊・一部損壊67，床上・床下浸水

1533棟にのぼる甚大な被害が生じた．このうち人的被害は，全て土砂災害によるものであった．本稿で

は，降雨および土砂災害の概要と，H16年7月に同地域で発生した土砂災害と相違点について述べる．

2.　降雨および土砂災害の概要

　新潟県長岡市から出雲崎町にかけての地域では，7月29日正午～8月1日正午までの72時間の間に2回，

激しい降雨があった．1回目の降雨は，7月29日昼頃から30日未明まで続いた．長岡市の軽井沢観測所で

は，7月30日午前3時から4時までの1時間に87mmの猛烈な雨が観測された（図1）．また29日9時から30

日9時までの24時間の降水量は294mmであった．2回目の降雨は，7月31日深夜から8月1日未明まで続い

た．この期間は，出雲崎町から長岡市栃尾地区にかけての地域で雨が激しかった．長岡市与板町の与板

維持管理観測所では，31日の23時から24時までの1時間に47mmの激しい雨が観測された．また31日9時

から1日9時までの24時間降水量は209mmであった（図2）．

　今回の一連の豪雨により土砂災害が発生した地域は，越後平野の中央を流れる信濃川よりも東側の山

地・丘陵地帯（東山丘陵，長岡市栃尾地区）と西側の丘陵地帯（西山丘陵，三島郡出雲崎町，長岡市寺

泊地区等）に大きく2分される．これらの地域の地質は，泥質岩を主体とする新第三系からなる．土砂

災害は，7月30日は東山丘陵，8月1日は西山丘陵といったように，降水が集中した地域で，降雨強度がピー

クを向かえた頃に発生している．

3.　現地調査の結果

　今回の調査では，長岡市，出雲崎町を中心に発生した土砂災害について，主要5地区の調査を実施した．

土砂災害の形態は，斜面崩壊4箇所，土砂の流出・堆積にともなう河川の氾濫1箇所，土石流1箇所であっ

た．長岡市寺泊から出雲崎町にかけての海生段丘崖で生じた斜面崩壊や，東山丘陵から越後平野へ流下

する乙吉川流域での斜面崩壊など，災害発生箇所と同様の地形・地質を持つと推定される一連の斜面に

崩壊多発箇所が集中する特徴があった（図3）．崩壊の誘因は激しい降雨と考えられるため，局所的な集

中豪雨の発生が今回の土砂災害の分布を特徴付けたと推測される．
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4. H16年新潟・福島豪雨災害との相違

　前述したように，長岡市から出雲崎町にかけての地域では，H16年7月にも梅雨前線の影響で記録的

な豪雨に見舞われ，土砂災害が多発した．長岡市寺泊から出雲崎町にかけての海岸段丘の急崖で斜面崩

壊が多発する，東山丘陵から越後平野へ流下する小河川（浦瀬川）の流域で斜面崩壊が多発するなど，

崩壊の形態や発生場の特徴には今回の豪雨災害と共通点があるものの，崖崩れ等の発生数が2,000箇所

以上と非常に多く，数万m3の土砂移動を伴うような地すべり・土石流など,大規模な土砂災害が生じ，

今回の豪雨と比べ被害が非常に大きかった．

　長岡市・出雲崎町におけるH16年の豪雨と今回の豪雨は，一連の降雨の総量は400mm程度と同程度で

あるが，今回の豪雨は，降雨が2日間の無降雨期間を挟んで2回に分かれていたため，H16年と比べ，土

砂災害の発生件数は少なく，大規模な土砂移動が生じなかったものと思われる．

図1　7月29日～7月30日の降雨分布

図4　H16年新潟・福島豪雨時の主な災害発生箇所図3　長岡市，出雲崎町の主な災害発生箇所

図2　7月31日～8月1日の降雨分布
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